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プロジェクトへのご支援の御礼

理化学研究所（理研）のクラウドファンディング“「科学史を未来へ繋

ぐ」 理化学研究所 資料修復・保存プロジェクト”が終了して約2年が経ちま

した。

本プロジェクトは2022年7月27日に開始、約2か月の間に多くの皆さまから

応援のメッセージやご寄附を頂戴いたしました。最終的に284名の方々から

7,033,000円の資金を頂戴いたしましたことに改めまして感謝申し上げます。

この度、いただいた寄附金にて理化学研究所が所蔵する資料の保存処置お

よびそれに付随して、修復後の保存環境の整備を行いましたので下記にご報

告いたします。

2025年3月

理化学研究所 クラウドファンディング関係者一同
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プロジェクト概要

今回のプロジェクトは、「資料を修復し・保存する」ことを目的とし、

目標金額1000万円が達成されたときに可能な作業として下記の資料の修復を

掲げていました。

1．仁科芳雄書簡ファイル 37冊

2．仁科芳雄研究室資料 20箱

3．理化学研究所彙報 邦文版 524冊

当初はそれぞれ専門会社へ依頼して、修復・保存処置を行い、収蔵庫のな

い環境でも可能な限り永久保存に近づける予定でした。皆様からご支援いた

だいた寄附金をもって1.については予定通りの作業を実施できました。

2.と3.については修復費の都合で専門会社へ依頼しての処置は実施できま

せんでしたが、自前で行える処置を実施し、収蔵庫の環境を整えることで保

存状態の改善に努めています。また、2.と同じ資料群に属する資料の修復処

置（以下4.）を実施しました。

さらに理化学研究所ではかねてより歴史資料の保存場所として事務スペー

スを収蔵庫に改修する計画を立てておりましたが、2023年9月に改修が完了し

同年12月より運用を開始しました。1.2.3を含む全ての資料の保存環境に関わ

る作業として、収蔵庫環境を適切に維持するための備品購入、防虫処置（以

下5.）にも皆様からの寄附金を一部充てさせていただきました。

4. 仁科芳雄研究室資料（仁科芳雄使用の椅子）の修復

5. 保存環境の整備

上記1～5について、実施した作業の詳細を報告いたします。
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仁科芳雄書簡ファイル 37冊

本資料は、日本の現代物理学の父として知られる、財団法人理化学研究所

第4代所長仁科芳雄の1920年代から1930年代にかけての資料です。理化学研究

所創立60周年記念事業を契機として、1978年3月に駒込の3号館という研究棟

から記念史料室に移管され、保存されてきました。出所の名称を取って、関

係者の間では「3号館資料」と呼ばれています。その内容や形状は、研究過程

のメモや実験ノート、直筆原稿、留学中の日記、書簡など多岐にわたります。

修復前は、資料番号ごとにA4対応のリングファイル（37冊/1,028件）のク

リアポケット両面に収納され、A4より大きい紙資料については折った状態で

納められていました。ステープラーやクリップ等の金属のサビが紙に広がっ

た劣化、セロハンテープや補修紙による補修痕の変色、劣化・経年によって

生じた亀裂、破損などが認められ、早期の修復と保存容器の入れ替えが必要

でした。
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修復前の保管状況 修復後の保管状況

仁科芳雄（1890～1951）
岡山県出身。東京帝国大学にて電気工
学を専攻し、1918年理研に入所した。
ヨーロッパへの留学中に量子力学を学
び、自由闊達な研究精神（コペンハー
ゲン精神）とともに日本に持ち帰った。
帰国後は研究室を主宰し、湯川秀樹や
朝永振一郎など多くの研究者を育てた。



① ノンブル（番号）付与

番号ラベルシール約1500枚を除去し、それに代わるノンブルを資料1枚ごとに

付与する。ノンブルは和紙の小片に鉛筆で記入し、メチルセルロースで本紙

に接着する。
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ラベルシール除去作業 和紙ノンブルを貼り付けた状態

② サビ除去

サビ約400カ所を除去して、和紙で繕う。

サビ除去・補修紙除去（作業後）サビ除去・補修紙除去（作業前）

今回の修復では、以下①～⑤の作業を依頼しました。



③ 本紙修復

本紙の亀裂、破損など約500カ所を和紙で修復する。また、過去に修復処置と

して用いたセロハンテープおよび補修紙について、資料に悪影響をおよぼす

可能性のあるものを除去する。
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破れの繕い（作業前） 破れの繕い（作業後）

④ フラットニング

巻き癖や折り目がついた資料約750枚を平坦化する。

平坦化（作業後）平坦化（作業前）



⑤ 保全作業

資料番号ごとに長期保存に適した個別フォルダやL字封筒などの扱いやすい包

材に入れ替え、まとめて保存容器に収納する。
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基本的な収納の形式

※P3～6の画像は修復報告書（東京修復保存センター作成）より抜粋

以上の作業を経て、本資料群は安心して取扱いができる状況になり、また

長期的な保存に適した保存形態に整えることができました。



仁科芳雄研究室資料 20箱

本資料は1.と同様、仁科芳雄に関連するもので、主に1930年代以降の仁科

の研究活動及び、財団法人理化学研究所、その後株式会社科学研究所の運営

に関する資料です。仁科が長く研究室を構えていた駒込の37号館に蓄積され

ました。1951年に在任中の仁科が死去した後もそのままの形で保管され、そ

の後発足した仁科記念財団によって管理されてきました。しかし建物の取り

壊しが決まったことをきっかけに2019年に仁科記念財団から理化学研究所へ

寄贈されることとなりました。資料の量は膨大で、手書きの原稿、ノート、

罫紙、書簡、国内外の文献コピー、外国語のタイプ資料、写真、図面や青焼

など種類も多岐にわたります。寄贈後、記念史料室において整理作業を開始

し、現在も続けています。

元々納められていた茶封筒、個別フォルダは酸性劣化が著しく、ボロボロ

になっているものが多くあります。一部新しい個別フォルダや事務用のクラ

フト封筒・中性紙封筒に入れ替えられたものもあります。また、段ボール箱

に平積みされたものと、個別フォルダや封筒で縦置きされたものがあり、こ

れまでの管理者が苦心して保存のための整理を試みてきたことが伝わってき

ます。
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仮整理段階の保管状況の一例



ほこりやカビのような汚れが付着しているものについて、クリーニングを実

施する。
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クリーニング作業（購入品：クリーンボックス）

プロジェクトでは仮の整理が済んでいる資料（段ボール箱約20箱分）を対

象として、修復・保存処置を計画していました。当初は新しい保存容器に入

れ替えながら必要に応じて修理を行う作業を外部委託にて実施する予定でした

が、費用の面からすぐに実施することは断念し、収蔵環境の改善を優先的に実

施しました。そして、収蔵庫の運用を開始して環境の改善が叶ったことで、時

間的に余裕が生まれたことから、保存容器の入れ替え作業（下記①～③）は職

員が実施することにしました。今後入れ替えの作業と同時に修復が必要な資料

を選定し、区切りの良いところで外部委託にて修復を実施する予定です。

① クリーニングと状態確認



③ 適切な保存容器への納入

番号ごとに封筒や個別フォルダへ収納し、保存箱へ納める。
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購入した中性紙保存箱 Ｌ字封筒と中性紙箱

★今後の修復処置

劣化状況は、ステープラーやクリップの金属のサビが紙で広がったサ

ビ痕、経年によって生じた亀裂、破損が確認されている。また、酸性

紙資料の劣化も進んでいる。程度や周囲への影響を考慮して修復の有

無を検討、実施する。

② 簡易撮影と番号（付箋）の挟み込み

仮番号ごとに簡易撮影を行い、番号を書いた和紙の付箋を挟み込む。

修復の必要について検討する。

簡易撮影（購入品：接写台）



理化学研究所彙報 邦文版 524冊

『理化学研究所彙報』は理化学研究所が発行した論文集で、研究所の研究

アクティビティを知ることができる資料です。1922（大正11）年に創刊し、

後に『科学研究所報告』、『理化学研究所報告』と、名称を変えながら1992

年まで70年にわたって発行されました。『理化学研究所彙報』は邦文版と欧

文版があり、本プロジェクトでは参照頻度の高い邦文版524冊を対象として修

復保存処置を計画しました。

彙報の邦文版はB5サイズのステープラーで平綴じした簡易製本で、厚さが

0.5㎝前後の小冊子です。市販のファイルボックスに納めて書棚に配架してい

ます。ステープラーのサビが出ており、紙が腐食されているものも見られま

す。背表紙の破損など、取扱いに注意を要するものもあります。

当初の計画では、外部委託によりサビ除去と破損部分の繕いを行い、長期

保存に耐えうるファイルボックスを新調する予定でした。しかし、2.と同様

に費用の面からすぐに実施することは断念し、収蔵環境の改善を優先的に行

いました。そして、収蔵庫の運用を開始して環境の改善が叶ったことで、時

間的に余裕が生まれたことから、職員によるクリーニングを行いながら、各

冊子の状態の確認や版数の情報を収集することにしました。また、所内の別

部署において他にも『理化学研究所彙報』が保管されていることが判明した

ため、今後クリーニング作業を進めながら、どのセットを保存版として修復

保存していくか検討することにしています。
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★今後の修復処置

複数確認された『理化学研究所彙報』の中で保存するセットを決定す

る。その上で必要な作業を確定させる。修復作業はサビの除去と和紙

による繕いが想定される。現在のボックスを使用する、あるいは新し

くボックスを新調して配架する。

収蔵庫移転後の保管状況

クリーニングと状態確認 版の確認
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仁科芳雄研究室資料（仁科芳雄使用の椅子）の修復

本資料は、仁科芳雄が研究室にて実際に使用していた調度品の一つで、2.

と同じく2019年に仁科記念財団から理化学研究所へ寄贈されたものです。

2021年に仁科研究室が創設90周年を迎えたことを記念して、譲り受けた仁科

博士の調度品を用いて研究室を再現した展示施設「仁科芳雄記念室」を仁科

加速器科学センターに設置しました。

今回修復対象となった椅子は、2022年の仁科芳雄記念室開室時より展示し

ていましたが、座面の損傷や脚部のぐらつきなど安定的に展示することが困

難な状態にあったため、緊急で修復を行うことになりました。オリジナルに

近い状態を維持するため再塗装や座面張替等の処置は行わず、必要最小限の

修復を行うという方針のもと、以下のような作業の実施を依頼しました。
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① 椅子全体のドライ及びウェットクリーニング

② 脚部の固定

ぐらつき箇所を確認後、緩んだ部分に接着剤を充填し、補強金具を取り

付けて脚部を固定する。

③ 背もたれに貼られたラベルシールの除去

修復前（背面） 修復後（背面）

※現在も仁科芳雄記念室にて展示しています。



環境整備

前述のとおり、記念史料室では2023年12月より新収蔵庫の運用を開始しま

した。移転の際に資料の一部や、収蔵庫とその外周に塵埃と虫害が確認され

たことから、文化財管理に適した環境を整備するため、以下のIPM（総合的有

害生物管理）業務を依頼しました。
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① IPMメンテナンス（微細除塵清掃）

改装工事や収蔵棚設置によって生じた塵埃など微細粉塵に対する清掃作業。

展示事務棟外観 事務フロアを改修して完成した収
蔵庫

収蔵庫の清掃（外部委託）

※画像は委託先（イカリ消毒株式会社）
報告書より抜粋



③ 防虫ブラシの設置等

外部から収蔵庫内への昆虫の侵入を防ぐため、開口部（6か所）に防虫ブラシ

を設置。
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防虫対策（防虫ブラシの取付） HEPAフィルター付き掃除機による清掃

② 仁科研究室什器の燻蒸作業

仁科研究室什器のうち、ソファーベッドおよび黒板に虫害が確認されたこと

から、殺虫・殺卵のため、二酸化炭素による包み込み燻蒸を実施。

燻蒸（外部委託）



収支報告

【収入】

クラウドファンディングによるご寄附 7,033,000円

【支出】

①クラウドファンディング諸経費 2,290,016

②仁科芳雄書簡ファイル（37冊）修復保存処置 3,391,608

③仁科芳雄研究室資料（20箱）保存処置
202,015

④理化学研究所彙報邦文版（524冊）保存処置

⑤仁科芳雄研究室資料（仁科芳雄使用の椅子）
修復保存処置

71,500

⑥保存環境の整備 1,078,935

計 7,034,074

収入7,033,000 － 支出7,034,074 ＝ －1,074

※赤字1074円については運営費交付金より支出。
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寄附者一覧（ご寄附順、敬称略）

西尾  太一 愛知県

石部  雄紀 神奈川県

柴田  由理 埼玉県

榎本  友一 東京都

内藤  智也 東京都

稲垣  陽一 東京都

伊藤  憲二 神奈川県

玉尾  皓平 東京都

村松  稔文 山梨県

増井  直子 兵庫県

石原  久司 岡山県

和泉  順子 東京都

大榊  直樹 東京都

垣内  秀之 三重県

倉田  昌典 大阪府

宮嶋  克彰 埼玉県

松本  大樹 東京都

加藤  弘子 東京都

小林  正智 茨城県

加藤  重治 沖縄県

村田  千尋 千葉県

高橋  伸之 神奈川県

市川  壮彦 石川県

仲 真紀子 東京都

澤 宏 埼玉県

中野 裕貴 埼玉県

鎌谷 正士 兵庫県

角田 英之 埼玉県

宮園 浩平 埼玉県

湯本 将貴 神奈川県

鹿又 宣弘 神奈川県

吉岡 真紀子 東京都

黒飛 紀美 三重県

橋浦 由記子 福島県

釣    一博 神奈川県

川出  航平 静岡県

古屋  輝夫 埼玉県

秋山  武久 千葉県

栗原  靖 茨城県

伊藤  隆 埼玉県

太田  晃 東京都

奥谷  順一 東京都

小原  史靖 東京都

分銅  公祐 東京都

今井  秀司 広島県

橋本  和徳 東京都

佐々木 一夫 熊本県

杉谷  誠 富山県

藤井 来夢 奈良県

瀬野 喜代 東京都

堀川 裕加 山口県

喜多 恵子 大阪府

長山 さやか 東京都

村上 公子 東京都

樋口 智仁 三重県

安宅 光雄 京都府

西野 昌光 大阪府

安藤 由典 岡山県

若槻 康雄 長野県

谷 直樹 愛媛県

古里 貴士 神奈川県

室井 國昌 静岡県

松浦 悟 茨城県

小林 真 大阪府

降矢 英成 東京都

丹田 滋 宮城県

鎌田 岳 埼玉県

岸田 則生 東京都
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※希望者のみ掲載しています



三浦 晃 東京都

有賀 暢迪 東京都

今野 和美 山形県

鈴木 麻子 東京都

小林 俊哉 福岡県

加藤 雄一郎 東京都

宗像 基浩 三重県

森田 裕樹 東京都

吉井 敏浩 奈良県

長崎 泰幸 神奈川県

岡崎 弥寿子 埼玉県

月見 友哉 山形県

河村 良行 福岡県

石橋 幸治 東京都

渡邊 康 埼玉県

延與 桂 東京都

小松 克彦 東京都

岡 潔 大阪府

染川 隆俊 大阪府

小安 重夫 東京都

堀江 博憲 東京都

名内 存人 東京都

田主 裕一朗 岡山県

藤田 康元 茨城県

標葉 隆馬 東京都

標葉 靖子 東京都

富田 悟 埼玉県

野依 良治 東京都

折居 教彦 東京都

小林 大悟 東京都

砂古口 博文 香川県

伊藤 祥子 東京都

星野 聡 埼玉県

田中 克典 埼玉県

医療法人岡胃腸科内科理事長

岡 潔 大阪府

日向 良和 山梨県

古関 明彦 神奈川県

水野 浩司 兵庫県

理研電線株式会社

岡本 勝孝 東京都

戸谷 真樹子 埼玉県

山本 雅貴 兵庫県

服部 健 長野県

古賀 崇 奈良県

堀 謙太 大阪府

今村 泰正 兵庫県

金子 隆昭 東京都

幸田 健一/由美 千葉県

今兼 崇秀 岡山県

牧田 みどり 埼玉県

原 真佐夫 東京都

永長 直人 東京都

佃 文博 長野県

石塚 祐一 宮城県

佐藤 征夫 東京都

西島 冬彦 東京都

玉川 徹 埼玉県

中村 美穂 東京都

三輪 昌寛 埼玉県

工藤 朗 宮城県

丸尾 和代 兵庫県

鈴木 雄三 茨城県

吉永 祐孝 東京都

神崎 忠昭 神奈川県

若林 文高 東京都

文化ネット合同会社東京都

福島 一成 東京都

袖岡 幹子 埼玉県

渡部 嘉気 神奈川県

川井 和彦 東京都

柴田 智賀 埼玉県
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